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コロナ・パンデミックの突然の襲来から 1

年。命を脅かす恐怖の日々を生きてきたこの

間，世界的に明確になったことが 3つある。

①生命と生活，人と心の繋がりの大切さ

②生活のコンタクトレスとデジタル化

③ビジョンと動員力・革新力あるリーダー

第 1 の “人が生きること” の尊さの再認識，

第 2のデジタル化（ネット購買やリモートワー

ク）は日本でも進んでいる。ただ，性別や人種

を問わず，人を敬意をもって公平・平等に扱う

責任を国や企業は果していない。最近取り組み

が加速している SDGs も，地球環境以外に，人

間的あるいは倫理的（エシカル）なサステイナ

ビリティを重視している。

さて第 3のリーダーシップの問題である。

“ビジョンと動員力・革新力あるリーダー”

の有無が，コロナ感染拡大初期あるいはロック

ダウン以降の明暗を分けた。残念ながら日本

は，この巨大危機をバネに大きく変革・変容す

る機会を逃しつつある。Covid-19 の抑え込み

はまさしく戦争であるが，日本は感染拡大が緩

やかだったためか，国も企業も “非常事態” へ

の真の危機感を欠き，中途半端な施策で後手後

手にまわっている。“有事” なのに，“平時” の縦

割り行政や手続き論から抜け出せない，何より

も再度襲来し得る危機を含む将来へ向けてのビ

ジョンが示されないことが決定的だ。

唐突だが，このコロナ危機にうまく対処した

国のリーダーに女性が多いことが話題になった。

ニュージーランド，台湾，フィンランド…。ド

イツのメルケル首相がロックダウンを国民に伝

えた昨年 3月の演説は，胸に迫るものだった。

生活実感をもちエンパシー豊かなリーダーが，

手続き論や政治論争を超えて，人間的アクショ

ンを勇敢かつ速やかに取ったからだ。ビジネス

の世界でも，米国で今年 1月に開催された小売

業大会では，講師の 40％が女性であったが，性

別とは無関係に，突然襲った未曾有の危機に，

現場を率先指揮しながら物事の本質を見極め，

深く思考した人たちが，「Forward Together

共に前進しよう」のテーマで熱く語った。これ

らのリーダーは，社員や顧客，すなわち血の

通った人間を大事にし，前線（現場）の苦労を

共有し，よりよい未来をつくるため，資源（モ

ノばかりでなく人の共感やデジタル技術）を最

大限に生かした革新を起こしている。

日本の元首相の女性蔑視発言が，世界的注目

と非難を浴びている。OECDジェンダーギャッ

プ指数が 153 カ国中 121位の日本。米国の新政

権閣僚のほぼ半数が女性，フォーチュン 500 社

CEOの 41 人が女性，あるいは女性活躍度合が

さらに高い国々に比べ，何とも悲しい実態だ。

しかし，リーダーシップの問題は，この類の

男女の問題をはるかに超えた先にある。「＃わ

きまえない女」のハッシュタグが生み出した

「フェア」への潮流が日本に風穴を開け，「忖

度」や「筋書き通りの審議」を重視する旧態的

な社会慣習やメンタリティから脱皮させること

を期待する。まさしくこのような変革をおこす

「真のリーダー」が 1 日も早く日本にも誕生す

ることを，心から願っている。

（おはら ようこ）
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